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二 宮 町 教 育 委 員 会 

 

 

 

 



 

１ 開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 

 

２ 閉 会 時 間            １１時      １０ 分 

 

３ 教 育 長 名      府 川  陽 一 

 

４ 署 名 委 員            

 

５ 出 席 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１   山  内   み ど り 

２    吉  田   美 佳 子 

３  原        道   子 

４  岡  野   敏  彦 

５   府  川   陽  一 

 

 

６ 出席者氏名      教育部長    鐘ヶ江学 

             教育総務課指導班長  下澤純二 

教育総務課指導班指導主事   新井久美 

教育総務課指導班指導主事  永井貴幸 

             教育総務課教育総務班長  岩崎稔史 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７ 傍 聴 者      4名 

 

８ 調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

 



 

平成２８年度１２月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２８年１２月２３日（木） 

９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Aクラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度１２月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

原委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）１２月事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育部長）１２月の政策会議報告及び平成２８年第４回１２月議会定例会・教育関係審議状況報

告を資料に基づいて行う。 

（教育総務班長・教育部長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（岡野委員）子どもチャレンジ教室「大空に自分で作った凧を揚げよう」について、子どもが集

まらなくて開催できなかったということですが、今の子どもたちが興味や関心のあることをすく

い上げる仕組みというのはあるのでしょうか。 

○（教育部長）仕組みとまではいかないですが、講座の開催時にアンケートを取ったり感想を聞い

たりしています。 

○（岡野委員）子どもたちに直接聞くと色々な意見が出てしまってまとまりにくいとは思いますが、

少しでも子どもの意見を取り入れるような仕組みを考えていただけたらと思います。 

○（吉田委員）にのみや町民大学・町民大学サポーター講座、自然観察会「晩秋の吾妻山を楽しも

う」と子どもチャレンジ教室の２つの行事が中止になったということですが、あらかじめ最少催

行人数は決めていたのでしょうか。 

○（教育部長）申し込みが 5 人以下の場合は中止することにしています。町民大学については、最

近の傾向としては、自然を楽しむものよりも、歴史についてのものの方が人気があるようです。 

○（吉田委員）時期的にも 11 月に行うには少し寒いかなと思います。20 名の定員に対して、申し

込みはどれくらいだったのでしょうか。申し込まれた方は、楽しみにしていたのではないかと思

いますので、何人だったら開催しないということをあらかじめ表記していたのでしょうか。企画

している方は大変だということをお聞きしましたので、学校や保育園・幼稚園などで保護者の方

の意見を聞く機会を設けるなど、子どもたちのニーズにあった取り組みをしていただけたらと思



 

います。また、2 日間予定をあけるのはなかなか難しいと思いますので、1 日でコンパクトにで

きるものが申し込みやすいのではないかと思います。 

○（教育部長）町民大学については、20 人の募集に対して、3人ほどしか応募がありませんでした

ので、中止とさせていただきました。広報等で申し込みが少ない場合は開催しないことがある旨

は表記してあります。 

○（吉田委員）11 月 30 日の社会教育委員会議で青少年の現状の研究を行ったということですが、

ここで話し合った結果はどのような内容だったのでしょうか。 

○（教育長）以前は、放課後子ども教室で、見守りが少ないのでどうしたらいいのかということを

話し合いましたが、今回は恵友会などの人数が減少しているので、活動内容を子どものニーズに

あった青少年健全育成活動にするにはどうしたらいいかということを話し合いました。 

○（教育部長）今回はワークショップ形式で、現状を把握しようという会でした。 

○（教育長）図書館などでは、中学生を集めて意見を聞く取り組みも始めています。チャレンジ教

室の企画委員は固定化されているのですが、若い人たちから意見を聞く仕組みを考えています。 

○（岡野委員）図書館については、学校の図書室などで、貸出ランキングを教えてもらうなどはど

うでしょうか。二宮中学校の図書室などでは、伝記ものなども意外と借りられているようで、子

どもたちはスティーブ・ジョブズなど最近の人物に興味があるようです。 

○（教育部長）参考にさせていただきます。 

○（原委員）一般質問の中で、子どもの生活実態調査についてという質問があったようですが、子

どもの実態を背景にした質問だったのでしょうか。二宮町の子どもの貧困についてはどうなので

しょうか。また、虐待の実態についてはどうなのでしょうか。全国学力・学習状況調査の傾向で

は分からないのではないでしょうか。 

○（教育長）一石議員の質問は、具体的な虐待や貧困についての質問はありませんでした。 

○（指導班指導主事）虐待については、あきらかなあざがあるなどの情報が入りましたら、教育委

員会で現状把握をおこなっていますし、子ども育成課と連携をとり、ケース会議等でその家庭に

どのようにアプローチするか相談するようにしています。また、体力・運動能力調査で栄養状態

を調査していますので、肥満度や痩せの状態を見ています。また、学力・学習状況調査の質問の

中で、朝食を食べていますかという質問がありますので、その中で全く食べていないと回答して

いる家庭については、学校で気を付けるようにしています。 

○（原委員）教務担当者会がありましたが、小学校で英語が始まり、年間の授業数が増えることに

ついて、教育課程の検討などはされているのでしょうか。 

○（指導班指導主事）今回の会議の中では、行事等の日程調整が中心でした。英語教育については、

早い段階で始めなければいけないと考えています。 

○（教育長）小学校の英語については平成３２年度に導入されますが、授業数は今の 28 コマから

増やすことは予定されていません。増加する 1 単位の時間としては、朝の時間が考えられますが、

今現在は読書や読み聞かせが定着しています。全国的に実践を行っているプランとしては、朝が

多いようです。 

○（原委員）中学校でもスケジュールがタイトになっていますので、夏休みに授業を行うことを含



 

めて、総合的に考えていかなければいけないと思います。 

○（教育長）夏休みに授業を行うのは、なかなか難しいと思います。土曜日の授業を行うなど、色々

検討していかなければいけないと考えています。 

○（吉田委員）中学校の入学説明会の欠席者へはどう対応しているのでしょうか。 

○（教育総務班長）欠席の方については、各小学校を通じてお知らせをお配りしていると学校から

聞いています。 

○（吉田委員）欠席の家庭の子どもが不平等にならないようにしていただきたいと思います。二宮

町立学校教職員安全衛生委員会では、産業医と校長先生と話し合いをしたということですが、二

宮町ではどんな指摘があったのでしょうか。 

○（指導班長）夏に行われました健康診断の結果もしくは、人間ドックの結果を受けて、産業医の

住田先生に見ていただきました。139 人のうち、36 人の方が何もなしで、103 人に何かしらの所

見がありました。しかし、他の業種と比べて特に多いということはないということです。BMI や

肝機能の異常が多かったようです。 

○（吉田委員）先生方の健康は日々の学校生活にとってもとても大切なことだと思いますので、気

を配っていただきたいと思います。 

 

 

― 付議事項 ― 

なし 

 

 

― 報告・協議事項― 

（１）１１月２９日の給食献立のドライカレー中止について 

（教育総務班長）１１月２９日の給食献立のドライカレー中止について資料に基づいて説明を行う。 

 

○（吉田委員）ドライカレーの中止は、学校給食センター異物混入対応に関するガイドラインのラ

ンクは、どのランクでしょうか。 

○（教育総務班長）今回は、混入している可能性があるということで、ドライカレーの提供を中止

しましたが、もし混入してしまっていたら、3ランクあるうちの金属片は一番重い１ランクにな

ります。 

○（吉田委員）提供した場合は身体に影響があるということで、中止としたのでしょうが、子ども

たちの反応はどうだったのでしょうか。また給食が足りなくなってしまった場合の対応は何かあ

るのでしょうか。 

○（教育総務班長）給食が提供できなくなってしまった場合の当日のフォローのシステムはないで

す。基本的に食材はその日の朝に調達しているので、その日のうちに代わりのものを提供するこ

とは難しいです。 

○（吉田委員）給食だけではなくて、災害時だとか急に停電してしまった時はどうするのでしょう



 

か。また、非常食はどうなのでしょうか。災害時には子どもを急に家に返すことが出来ませんの

で、食料を備蓄するなどはしているのでしょうか。異物混入についてですが、業者による混入が

4 件、ほかにどこで入ったのか不明の混入が 7件ということですが、これは学校で見つけたもの

なのでしょうか。 

○（教育総務班長）6件は学校で見つけました。 

○（吉田委員）どこで入ったのかが分からないということでしょうか。 

○（教育総務班長）絆創膏については現物を回収をしています。給食センターでは絆創膏を貼った

上に手袋をしていますし、給食センターで使っている絆創膏とは違いますので、混入経路は不明

でした。 

○（吉田委員）今回の件については、当日あわただしい状況で作業をしていたということでしたの

で、工程を見直すなど、落ち着いて作業できるようにしていただきたいと思います。捨ててしま

った食材ももったいないと思いますので、管理体制なども見直していただきたいと思います。以

前お話ししたゴミ捨て場などもきれいになったなどもありますので、今回の事もしっかりと見直

しをすれば改善できると思います。 

○（原委員）給食が提供できない時に、防災備蓄などを急きょ出すなどのように、防災と連携する

ことは出来ないのでしょうか。異物については学校でも入る可能性があるので、給食センターだ

けで責任を負うわけではなくて、給食献立会議の時などに、異物混入について先生たちにお話し

をする機会を設けてもいいかと思います。 

○（教育長）防災の備蓄はどれくらいあるのでしょうか。 

○（指導班長）各地区の防災備蓄倉庫の備蓄品については大災害時の備蓄品なので、難しいとは思

います。教育委員会でも昨年度から備蓄品の購入を始めています。1 学年分ずつ備蓄していて、

現在は 2学年分程度の備蓄があります。給食の代替えとしては考えていなかったので、緊急時の

ものとしても検討していきたいと思います。 

○（原委員）給食費予算の余剰分で備蓄について買うなど、保護者の負担にならない程度にそのよ

うな対応を考えてもいいかもしれません。 

○（教育長）給食センターに非常食を保存しておくスペースはあるのでしょうか。 

○（教育総務班長）2000 人分の保存食を置くスペースは、給食センターには今現在はありません。 

○（吉田委員）備蓄は乾パンでしょうか。 

○（指導班長）備蓄は、栄養調整食品です。 

○（吉田委員）茅ヶ崎市では水分が同時に取れるということで、おかゆなどを備蓄品として用意し

ているそうです。二宮では水も備蓄しているのでしょうか。 

○（指導班長）セットになっていて、箱の中に栄養調整食品と、500ml の長期保存水とアルミ製の

ブランケットが一緒になっています。 

 

 

（２）新春のつどい、自治功労、教育委員会表彰式について 

（教育総務班長）新春のつどい、自治功労、教育委員会表彰式について資料に基づいて説明を行う。 



 

（３）その他 

（教育部長）平成 29 年 成人祝賀式典の開催について資料に基づいて説明を行う。 

 

（教育部長）第 35回 二宮町・町内一周継走大会総合成績表について資料に基づいて説明を行う。 

 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

 

 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度１２月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

 

 

11時 10分 終了 


